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今後1.1'1年のまちづくり
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dノ

-2 

旬
万
都
市
を
め
さ
し
て

「
大
村
市
基
本
構
想
」
は
、
市
の
合
後
叩
年
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
計
画
で
あ
り
、
本
市
の
歴
史
・
現
状
・
特
性
を

分
析
す
る
と
と
ち
に
、
「
市
民
の
声
を
聴
<
会
」
や
「
市
民
意
識

調
査
」
の
結
果
を
尊
重
し
、
策
定
し
だ
ち
の
で
、
平
成
8
年
役

月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
だ
。

( 

ι 

正
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A

マ
目
的

甲

山

市
政
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
巴
運

由

自

営
す
る
た
め
、
将
来
の
都
市
像
を
描

-

E

き
、
そ
の
実
現
の
だ
め
巳
必
要
な
施

回

目

策
の
大
綱
を
定
め
だ
も
の
で
す
。

回

目
・
計
画
の
期
間

四

回

平
成
8
年
度
を
初
年
度
と
し
、
平

-

田

成
仔
年
度
を
目
標
年
度
と
し
ま
す
。

-

山
・
構
成

-

回

将
来
の
都
市
像
、
そ
の
実
現
の
だ

回

目

め
の
基
本
目
標
、
施
策
の
大
綱
、
重

自

由

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
構
成
し
て
い
ま

-

m

す。

自

由

・
目
標
年
度
に
お
け
る
推
定
人
口

-

m

目
標
年
度
で
あ
る
平
成
行
・
年
度
区

山

田

お
け
る
人
口
巳
つ
い
て
は
、
高
速
交

白

血

通
基
盤
の
整
備
、
都
市
基
盤
の
充
実
、

自

由

企
業
誘
致
、
良
妬
な
自
然
環
境
な
ど

1

・

を
背
景
巳
、
合
後
包
宅
地
開
発
が
進

U

U

み
、
人
口
流
入
、
か
予
測
さ
れ
る
こ
と

川

げ

か
ら
叩
万
人
程
度
に
な
る
↑
も
の
と
准

.

固

定
し
ま
す
。

-

m
i
l
l
i
l
i
-
-
、
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伊ーー・圃聞田園田町田・四国属国--ー田園田園眠、
1・栂来の都市像
1 めざすべき都市腕「活力仰あいあふれる臨問都市」と1
1設定し、市民の多くが望んでいる福祉が充実し、快適で“ふれあい I
iのあるまち|こするとともlこ、長崎空港などの高速交通体系の利便性 i
tを活用し、人・物・楕報が行き交う活力あるまちづくりを進めますoJ

... 闇闇嗣闘園周岡田・・・・・園周園田園圃・・・・・・・m・・・・・・・h
i・将来グランドデザイン i 
i 将来のグランドデザイン|こついては、 i也形1
1 条件などを考慮し、総合的な土地利用を図るl
l だめ、市域を次の3ゾーン!こ区分し、連携と1
1 調和のとれた土地利用を進めます。 1

0森林ゾーン ! 
多良山系の山岳地域において、市土の保全司

自然環境の保全に配慮した森林資源の整備を

進めるとともに、自然に親しむ森林レクリエ

ーション地域として活用します。

締来夕、ランドデザイン模式図

1 
1 
1 

品目__J
f田園住宅ゾーン
今後も市街地拡大が予想される丘陵地域を、無制限な都市化

lの防波堤ともなる都市と農村が交流するゾーンとし、緑地など
iの保全を含めた居住環境の保全 整備を進めるとともに、農用
E地の保全・整備、斜面緑地などの樹林地の保全、集落の居住環

i境の整備問ますo
10都市ゾーン
1 臨海地域および平坦地域において、新しい都市軸の形成をは
1じめ、 工業機能業務機能 商業機能文化機能など、都市機能
組の集積を推進するとともに、快適な居住環境の確保に努めます。:

‘・・・・・・・・・・・・・・・聞---------_... 

'
J
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i同

~--------四四回目白、i・施策の大綱
i 将来の都市像実現のだめ、基本的な施策の体系的 1
1とおり構成し、総合的、計画的|こ施策の展開を図ります。 ; 
..  鴎翻闘聞臨調闘聞m・・・・・・・・ a・・・ ・・・・副聞聞臨調聞聞・翻聞聞臨調開聞臨調闘関際掴悶悶I~

-
基
本
目
標
1

[
人
々
の
交
流
が
進
む
ま
ち
n

つ
く
り
]

高
速
交
通
拠
点
を
も
っ
長
崎
県
の
玄

関
口
と
し
て
の
役
割
を
踏
ま
え
、
調
和

の
と
れ
た
土
地
利
用
の
も
と
、
市
街
地

の
整
備
を
は
じ
め
、
都
市
景
観
・
交
通

体
系
・
空
港
機
能
・
情
報
通
信
基
盤
な

【新しいまちつ、くりの全体的な施策体系図】

施策の項目

土地利用
市街地整備
都市景観
交通体系
空港機能
情報通信基盤
水資源

まちづくりの基本目標

人々の交流が進む

まちづくり

将来の都市像

-
基
本
目
標
2

[
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
]

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
・
創
造

を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
複
雑
化
・

多
様
化
す
る
環
境
問
題
の
解
決
を
図
り

な
が
ら
、
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
、
つ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

ど
の
都
市
的
基
盤
の
整
備
や
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
機
能
を
も
っ
施
設
の
整
備
を
進

め
、
人
々
の
交
流
が
進
む
ま
ち
m

つ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

快適環境
住宅
公園・緑地・水辺
上水道
下水道等
廃棄物処理

自然を生かした

まちづくり

地域福祉
保健・医療
高齢者福祉
児童家庭福祉
障害者 (児)福祉
年金・国保
防災・消防
交通安全・防犯

心かよう安心の

まちづくり

生涯学習
幼児教育
学校教育
青少年の健全育成
スポーツ、レクリ工ーション
歴史・文化
国際交流・地域間交流
人権意識

歴史と個性がひかる

まちづくり

農林水産業
商工業
雇用・労働
企業誘致
観光

活力をよぶ

まちづくり

活
力
と
ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
臨
書
変
漉
都
市

…[呂運hλ 
守
防
H
V
財
携
行
連

加
な
な

参
的
的

民
率
域

市
効
広

仁
」

構想推進のために

-
基
本
目
標
3

[
心
か
よ
う
安
心
の
ま
ち
、
つ
く
り
]

す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て
健
や
か

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
心

か
よ
う
安
心
の
ま
ち
、
つ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す
。

-4 

-
基
本
目
標
4

[
歴
史
と
個
性
が
ひ
か
る
ま
ち
w

つ
く
り
]

市
民
の
文
化
性
豊
か
な
生
活
志
向
の

高
ま
り
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
次
代

の
大
村
市
を
担
う
入
、
つ
く
り
、
貴
重
な

歴
史
文
化
の
継
承
を
図
る
た
め
、
市
民

の
白
己
実
現
の
場
や
機
会
を
拡
充
し
、

時
と
共
に
刻
ま
れ
て
き
た
歴
史
文
化
と

市
民
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
キ
ラ
リ
と

ひ
か
る
ま
ち
、
つ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

-
基
本
目
標
5

[
活
力
を
よ
ぶ
ま
ち
"
つ
く
り
]

農
林
水
産
業
の
育
成
強
化
と
、
多
様

な
消
費
者
ニ

l
ズ
に
応
え
る
商
業
の
活

性
化
、
高
付
加
価
値
産
業
の
集
積
促
進

を
図
り
、
産
業
的
基
盤
を
強
化
し
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
活
力
を
よ
ぶ
ま
ち
m

つ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

-
基
本
目
標
6
(構
想
推
進
の
た
め
に
)

[
市
民
と
共
に
つ
く
る
ま
ち
"
つ
く
り
]

市
民
と
共
に
つ
く
る
ま
ち
、
つ
く
り
を

め
ざ
し
、
市
民
・
行
政
・
企
業
と
の
連

携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
に
努
め
、
広
域
的
な
連
携
を

強
め
る
な
ど
、
ま
ち
n

つ
く
り
の
新
し
い

土
壌
、
つ
く
り
、
し
く
み
m

つ
く
り
を
創
造

し
ま
す
。



平成9年2月号

，m m m m mmmm山田町田-----------拘置・重点プロシ、エクト

! 合後10年間の市の将来計画の中で、特|こ重点削淵んです問要な政策を体系的lこ示しだものです。i
E 現在、大村市の特性を活かした個性的なまちづくりを目指して、若手職員でプロジェクトチームを結成l
iし、具体的なプランを策定中です。
iなおこの重一一大村市純一(調)とーぇ 5均一とl
11こ「テーマパークJ(まち)つ、くりを行っていこうとするものです。四四回目白---------四回目______..J
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このプロジ、工ク卜は、高速交通拠点、としての利点、を

最大限lこ活かした本市のまちづくりlこ取り組み、交流
型都市をめざして、都市基盤や産業基盤の強化を図ろ

うとするものです。

F 

、句--~~

市街地の形成

道路ネットワークの整備

企業誘致

コンペ、ンション(集会)の誘致

臨
空
タ
ウ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 情報基盤の整備

活
力
と
ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
臨
空
交
流
都
市

このプロジ、工ク卜は、多良山系から

大村湾!こ至る豊かな自然との共生、生

態系に配慮しだ水の保全や緑化の推

進、美しい景観づくりなどを進め、市

民生活に潤いとやすらぎを与える「ガ

ーデン/'¥-ク」の形成を図ろうとする

ものですD

このプロジェク卜は、だれでも参加

できるボランテイア活動の環境を整備

するととも|こ、ボランテイア活動の場

を提供して、地域全体がお互い回け合

い、ふれあうまちづ、くりを進めてい<

「ボランテイアパーク」の形成を図ろ

うとするものです。

街並み景観づくり

“琴の海"大村湾の環境保全

多良山系の保全と活用

ガ
ー
デ
ン
バ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ボランティア意識の高揚

ボランティア活動への環境づくり

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新しい農林水産業振興のための
基盤づくりボランティア団体・指導者の育成

このプロジェクトは、少予化・高齢

化が進む中で、市民が健康で、安Jらして

生活できるような「健康福祉パーク」

の形成を図ろうとするものです。

このプロジェクトは、市民の自主的

な学習活動のための環境づくりを進め

るととも|こ、“歴史のまち大村"の個

性を最大限|こ活かし、市民一人ひとり

が誇りを包って生きる「歴史文化パー

ク」の形成を図ろうとするちのです。

健康づ‘くりの総合的なネット
ワークの形成

高齢者や障害者(児)にやさしい
まちづくり

在宅福祉サービスの充実

子育て環境づくりの推進

健
康
福
祉
パ
l
ク
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研究学園都市の推進

体育文化センターの整備促進と
施設の運営・管理の総合化

歴史のまちづくりの推進

生涯学習の推進

歴
史
文
化
パ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

5 



防災の決意新たに

町間句Eお

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が

1
月

8
日
、
市
民
会
館
で
の
式
典
を
皮
切

り
に
、
分
列
行
進
、
放
水
演
習
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
永
年
勤
続
団
員
や

一

般
協
力
者
、
無
火
災
分
固
な
ど
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
消
防
団
、
消

防
署
、
自
衛
消
防
隊
そ
れ
に
消
防
車

な
ど
、
総
勢
約
6
8
0
人
、
お
台
が

参
加
。
沿
道
に
は
、
小
旗
を
手
に
し

た
人
た
ち
か
ら
の
声
援
を
受
け
、
さ

っ
そ
う
と
行
進
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
大
上
戸
川
で
行
わ
れ
た

全
分
団
に
よ
る

一
斉
放
水
演
習
。
ホ

ー
ス
を
手
に
、
「
今
年
は
火
災
が
発

生
し
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
祈
り
つ
つ
、

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

永年勤続団員の表彰などが行われた式典
(1/8・市民会館)

県
知
事
表
彰

(永
年
勤
続
功
労
章
)

西
村
良
二
、
吉
本
武
人
、
黒
川
進

県
消
防
協
会
長
表
彰

(特
別
有
功
章
)

山
口
和
夫
、
中
川
利
幸
、
岩
永
正
明
、

山
上
修
、
井
手
朗
、
田
中
武
、
藤
崎

義
則
、
宮
原
栄
二
、
中
原
昇
、
高
月

康
男
、
宮
寄

一
彦
、
山
浦
弘
之
、
渡

辺
薫

(有
功
章
)
今
里
登
美
夫
、

吉
田
義
春
、
大
串
義
男
、
脇
崎
照
義
、

野
添
幸
重
、
中
川
内
義
雄
、
漬
耕
司
、

土
本
真
治
、
岩
崎
真
吉
、
今
道
正
文
、

井
上
一
善
、
尾
上
保
彦
、
田
中
俊
博
、

勢
戸
祥
市
、
中
尾
龍
二
、
永
堀
利
行
、

江
上
九
州
男
、
坂
口
清
、
徳
永
光
英
、

黒
川
浩
輔
、
井
手
要
、
森
幸
博
、
毎

熊
澄
夫

(初
年
精
続
章
)
山
本
豊

一
郎
、
山
下
博
行
、
今
里
毅

(お

年
精
続
章
)
田
中
芳
幸
、
稲
田
喜
男
、

佐
藤
悟
、
松
山
増
夫
、
北
信
博
、
原

博
文
、
大
杉

一
男
、
河
野
重
夫
、
清

水
和
臣
、
脇
崎
照
義
、
溝
上
平
典
、

寺
坂
哲
郎
、
森
健
二
郎
、
末
永
光
政
、

毎
熊
澄
夫
、
福
田
裕
二

市
長
表
彰

(何
年
勤
続
章
)
松
竹
昭

治

(お
年
勤
続
章
)
奥
村
勇
夫

(初
年
勤
続
章
)
山
下
博
行
、
山
本

豊
一
郎
、
今
里
毅

(お
年
勤
続
章
)

吉
本
武
人
、
西
村
良
二
、
黒
川
進

(日
年
勤
続
章
)
大
串
義
男
、
今
里

登
美
夫
、
尾
上
保
彦
、
田
中
俊
博
、

徳
永
光
英
、
中
里
利
彰
、
中
山
利
隆
、

黒
川
浩
輔
、

一
瀬
和
義
、
勢
戸
祥
市
、

井
手
要
、
江
上
九
州
男
、
森
幸
博
、

永
堀
利
行
、
坂
口
清
、
中
尾
龍
二
、

上
滝
正
則
、

雪
山
郁
夫
、
和
田
修
、

道
添
隆

一
、
測
賢
三
、
出
口
和
幸
、

一
瀬
純
男
、
森
田
政
信
、
永
田
芳
之
、

一
瀬
隆
男
、
朝
長
寿
彦
、
神
原
文
敏
、

原
口
辰
男
、
久
保
隆
彦
、
城
山
正
己

(無
火
災
分
団
)
第
3
分
団
、
第
日

分
団
、
第
ロ
分
団
、
第
日
分
団
、
第

U
分
団
、
第
日
分
団

H

一
般
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状
H

第
3
分
団
元
後
援
会
長
鈴
木
信
幸

第
日
分
団
元
後
援
会
長
田
中
惣
次

コ
マ

ツ
電
子
金
属
株
式
会
社
、
株
式

会
社
琴
花
園
、
小
佐
古
町
内
会
子
供

会
、
上
駅
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
自
衛
消

防
隊
、
下
駅
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
自
衛

消
防
隊

H
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
H

(県
消
防
協
会
長
表
彰
・
市
長
表

彰
・
消
防
団
長
表
彰
)
田
中
雅
弘
、

森
勝
美
、
山
口
数
義
、
山
口
尚
文
、

松
尾
宏
規
、
秋
津
賓
、
松
本
健
治
、

坂
本
辰
雄
、
井
石
伸
彦
、
永
野
喜
一
、

“おてがら"
感
諾
状
を
受
け
る
福
本
さ
ん
親
子

(
世
/
幻
・
大
村
消
防
署
) 久

保

一
誠
、
山
崎
市
老
、
開
田
熊
男
、

中
村
幸
男
、
沖
田
盛
虞
、
入
口
新

一
、一

辻
本
健
太
郎
、
永
見
繁
美
、
輿
崎
進
一

一
郎
、
畑
中
勇
二
、
垣
内
幸
雄
、
中

島
久
、
宮
野
道
虞
、
北
島
広
行
、
森

下
豊
茂
、
脇
崎
和
之

消
防
団
長
表
彰

(優
良
分
団
)
第
日

分
団
、
第
U
分
団

(優
良
団
員
)

森
幸
博
、
古
川
清
、
池
田
和
則
、
上

野
篤
志
、

一
瀬
勇
人
、
飯
野
進

て

吉
松
賢
次
、
鬼
石
茂

一
4

大村消防署は、平成8年12月27日、初期消火に

協力された、福本恵子さんと次男の圭くん(植松

3丁目)に感謝状を贈りました。買物帰りの途中

屋根から立ち上る煙りを不審に思っていたところ、

火の粉が飛んだため火事だと思い敏速な行動で火

災の被害を最小限に食い止めました。「無我夢中で

したが、大きな火災にならなくてよかったJと話
されていました。



平成9年2月号広報おおむら

.. ・・ーを

社会人としての門出を祝う成人

式が 1月15目、市民会館で行わ

れました。

今回、成人式を迎えられたのは、

1，047人 (男495人 -女552人)

式典では、甲斐田市長が人気歌手

パフィ の“これが私の生きる道"の-

節 L~ もぎたての果実のいいところ...生きている あかしだね...j 

を歌い、「皆さんは、将来に向かつて無限の可能性を持っていま

す。一人ひとりの人生です。自信をもって、主体性をもって、

堂々と生きてください。市外に出ている人もぜひ大村に戻って、

ふるさと大村を、活気あふれる豊かなまちにしてほしいJと、激
励-祝福しました。

新しい門出を祝って行われた成人式

(1/15・市民会館)

H
新
成
人
の
主
張
H

相吉裕也さん
(東大村2丁目)

「
満
足
で
き
る
人
生
を
」

人
生
的
年
時
代
と
い
わ
れ
る
世
の
中

で
成
人
を
迎
え
る
却
歳
は
、
人
生
の

4

分
の

l
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
生
は
長
い
よ
う
で
短
い
と

聞
き
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
に

悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
自
分
の
職
業
に
誇
り
を
持
ち
、
満

足
で
き
る
人
生
を
送
り
た
い
。

------e
・・・・・・・・・・・

上野梓さん
(杭出津3丁目)

daa------置曹司
t

「
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
」

私
た
ち
は
、
大
人
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
で
、
今
ま
で
よ
り
も
多
く
の
自
由
が

保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
自
由
に
は
、
義
務
と
責
任
が

伴
っ
て
き
ま
す
。
何
事
に
お
い
て
も
、

自
分
自
身
で
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
社
会
的
に
も
法
律
的
に
も

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
頭
に
入
れ
、
行
動

し
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
固
め
、
少

し
で
も
社
会
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り

た
い
。

天ヱ
祐す
丸5
進
水
(式
大 」

正

年
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写
真
で
見
る
大
村
の
歴
史
例

大
村
市
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
か

け
て
の
大
村
の
暮
ら
し
ゃ
風
景
を
写
し
た
写
真
を
探
し

て
い
ま
す
。
お
手
も
と
に
古
い
写
真
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
文
化
課

伊東正人さん

松
原
地
区
で
古
く
か
ら
酒

造
業
を
営
む
上
野
家
は
、
大

正
時
代
に
は
海
上
貿
易
を
志

し
、
そ
の
た
め
の
貿
易
船

「
天
祐
丸
」
を
建
造
し
ま
し
た
。

写
真
は
、
松
原
裸
島
の
造
船

所
で
造
ら
れ
た
、
天
祐
丸
の

進
水
式
の
模
様
で
、

①
で
は

完
成
し
た
船
を
パ
ッ
ク
に
船

大
工
ら
し
い
人
々
が
記
念
写

真
に
納
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
雨
が
降
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
、

②
で
は
進
水
式
に
つ

め
か
け
た
人
た
ち
に
、
傘
を

さ
し
た
人
が
目
立
ち
ま
す
。

①写真提供上野芳嗣さん②写真提供



市
政
発
展
に
多
大
な
効
果

，B
稲

幹

線

着

工

決

定

九
州
新
幹
線

「長
崎
ル

l
ト
」
の
事
業
着
工
が
昨
年
ロ
月
お
日
に
決
定
さ

れ
、
県
は
も
と
よ
り
市
に
と
っ
て
も
今
後
の
市
政
発
展
に
大
き
な
弾
み
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
着
工
決
定
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
関
係
各
機
関
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

。
泉

吐

温

『

雄

一

4

崎

武

ザ

ι

長

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
0

・
武
雄
温
泉
・
新
大
村
駅
・
ル

l
ト
公
表
、
環
境
影
響
評
価

-
武
雄
温
泉
・
長
崎
工
事
実
施
計
画
認
可
申
請
、
県
境
ト
ン
ネ
ル
難
工

事
推
進
事
業
、
長
崎
駅
駅
部
調
査

に

お
日
と
辺

ゆ
月

、〉

2

J

U

力

}

か

憧

す

日
野
味

日刊

快
A
A

M
れ

E

X
さ

停

M

W

{

疋
の

J

予

リ

肥前山口
i-~ 

.， 
帆速列車の
停車ガ追加!!

長崎発 諌早発 竹松着

上
7 :00 7 :37 7 :52 
※8 :45 9 :21 9 :36 
※14:30 15:11 15:31 
17:54 18:32 18:51 
※19:54 20:38 20:55 
※21:00 21:30 21:48 

下 竹松発 諌早着 長崎着

※19:20 19:37 20:20 
※20:34 20:55 21:41 

※
は
停
車
追
加
分

大村市行政手続条例 ""'4月1日施行~

「行政手続条例jが4月1日から施行されます。

これは、市の条例や規則に根拠を蓋く処分や届出、市が行う行政指導

に対し、行政側の公正の確保と透明性の向上を図り 、市民の権利利益を

保護する目的で制定されます。

や
申
請
に
対
す
る
処
分

①
自
分
の
申
請
が
許
認

可
さ
れ
る
か
ど
う
か
分

か
る
よ
う
に
審
査
基
準

を
整
備
し
、
担
当
課
に

備
え
付
け
ま
す
。

②
許
認
可
さ
れ
る
ま
で

の
お
お
よ
そ
の
時
期
が

予
測
で
き
ま
す
。

①
許
認
可
が
で
き
な
い

場
合
、
そ
の
理
由
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

-v不利
益
処
分

①
不
利
益
処
分
(
許
認

可
の
取
消
や
施
設
の
改

善
命
令
な
ど
権
利
を
制

限
す
る
処
分
や
義
務
を

課
す
処
分
)
を
す
る
場

合
の
基
準
を
整
備
し
、

担
当
課
に
備
え
付
け
ま

す
。
②
事
前
に
意
見
を
申
し

立
て
る
機
会
が
与
え
ら

安全祈願をする甲斐田市長

(12/19・坂口浄水場)

ぉωしω
れ
ま
す
。

聴
聞
H
第
三
者
が
、
市

と
不
利
益
処
分
を
受
け

る
も
の
か
ら
意
見
を
聴

取
し
、
市
に
対
し
て
意

見
を
述
べ
ま
す
。
許
認

河
川初
取
消
や
地
位
の

剥
奪
な
ど
の
処
分
を
行

う
場
合
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
弁
明
H

不
利
益
処
分
を

受
け
る
も
の
が
、
市
に

対
し
て
文
書
で
意
見
の

申
し
立
て
を
行

い
ま

す
。
聴
聞
の
開
催
に
該

当
し
な
い
処
分
の
場
合

に
行
わ
れ
ま
す
。

③
処
分
を
行
っ

た
理
由

を
明
確
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

争
行
政
指
導

(
処
分
に
該

当
し
な
い
指
導
、
勧
告
、

助
言
な
ど
の
行
為
を
指

さ長

~坂口浄水場改修工事始まる~

萱
瀬
ダ
ム
の
平
成
叩
年
度
完
成
を
目
途

に
、
長
期
に
わ
た
る
需
給
体
制
の
安
定
確

保
の
増
強
ま
た
は
上
部
、
南
部
簡
易
水
道

の
上
水
道
へ
の
統
合
の
た
め
、
坂
口
浄
水

場
増
設
お
よ
び
改
良
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
完
成
す
る
と

一
日
最
大

1
0
、

0
0

0
3m
の
浄
水
能
力
が

一
日
最
大

3
0
、

0

0
0
3m
と
な
り
ま
す
。

lJS 芝民

し
ま
す
)

①
行
政
指
導
の
内
容
の

実
現
は
、
相
子
の
任
意

の
協
力
に
よ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
ま
す
。

⑦
行
政
指
導
に
従
わ
な

い
こ
と
を
理
由
に
不
利

益
な
取
扱
い
を
受
け
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
行
政
指
導
を
行
う
場

合
に
は
、
指
導
の
趣
旨
、

内
容
、
責
任
者
を
明
確

に
し
ま
す
。
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-
届
出
届
出
書
の
記
載
内
容
や

添
付
書
類
な
ど
の
形
式

的
な
要
件
に
適
合
し
て

い
れ
ば
提
出
先
に
提
出

し
た
時
点
で
届
出
義
務

は
完
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課

行
政
係



ママd九サッカー
念願の全国制覇口
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平成9年2月号

...チャリティーコンサ由ト

'96チャリティーコンサ-トが12月22白、

市民会館で、スペシャルゲス トfポエjを迎
え、 華やかに開かれました。小-中-高校生

が集まり、吹奏楽とコーラスで会場は、若者

の情熱とほほえましい雰囲気で包まれました。

音楽の楽しさとすばらしい演奏ありがとう。

広報おおむら

大村キャロットシンコ-FCの皆さん
(12/27・市役所)

第8回全国ママさんサ、ソ力一

大会 (12月23日.24日静岡市

で開催)で念願の初優勝に輝き、

12月27日、市役所を訪れ、甲

斐巴市長に報告をしました。

市長は、「家庭を持ちながら

の優勝に感慨深いものがある O

また、地域の活性化になるので

これからもがんばってくださ

いJと激励しました。

-，--・4参旨3 喝。Þ+<Q・・，-<>惨。‘@捧4酔_O~参〉φ4参>0_

第10回

桜が原中学校吹奏楽部

定期演奏会

3月23日(日)

開場午後1時

間演午後1H寺30分

市民会館

無料

「はるか大地ヘJ
「シグネーチャ-J
「ガイーヌJ
「アジアの純真J

問い合わせ社会教育課

川

ば

セ

れ

沢一

晃

げ
に
て

ハ
濁
で

け
の
い
子
ち
困
う
A
 

お正月l国例の「新春子どもかる

た大会Jが1月68伺)、吊コミセ
ンで開かれました。小-中学生約

20人が参加。野口先生が札を読み

上げると「はいJと元気な声で札
を取っていました。

4
安
全
運
転
の
一
役

松
尾
子
ど
も
会

(野
口
重
美
会
長
)
の
お
人
が
、
平
成
8

年
開
通
し
た
大
村
レ
イ
ン
ボ
ー
口
i
ド
に
、
ト
!
テ
ン
ポ
ー

ル
の
受
通
安
全
標
識
を
立
て
ま
し
た
。
ロ
月
か
ら
古
電
柱
を

利
用
し
製
作
し
た
も
の
で
、
運
転
手
さ
ん
に
安
全
運
転
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(1/7・竹松町)

A無病患災を祈って

正月恒例の松送りの行事 「鬼火た

き」が市内各地で行われました。こ

こ、若竹子ども会 (田中昌親育成会

長-竹松町)でも小学生約30人が参
加。竹のはじける音に驚きながら新

年の伝統行事を楽しんでいました。

新春に快汗!!

時日

会場

入場料

曲目

望培コぎーヲ ヘ
一一‘
(1/12・田下町)

h
F

「
第
ぽ
山
口
菅
一
瀬
新
春
駅
伝
大

会
」
が
1
月
吃

B
行
わ
れ
、
各

町
内
か
ら
参
加
し
た
は
チ
ー
ム

が
町
内
の
期
待
に
応
え
、
7
区

間
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

A
士
一
浦
地
区
で
は
「
第
泊
四
新

春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
1
月
吃

日
行
わ
れ
、
小
・
中
学
生
な
ど

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
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合併処理浄化槽の維持管理の

補助が拡大されました~:i年長虫
次の条件に該当される人は申請できますので、ご利用ください。

女対象となる人

①合併処理浄化槽の設置に際して市の補助金を受けていること

②財団法人長崎県浄化槽協会による法定検査を受けていること

(設置後6か月未満の場合は除きます)

③適正なメンテナンス(保守点検・清掃)を行っていること

※正当な理由なしに法定検査を拒否したり、メンテナンスを怠っていると

きは補助しない場合があります。

※①~③を満たしていても、次の人は補助を受けられません。

公共下水道、農業集落排水施設の整備が終了した区域で、供用開始から

6か月経過後も接続せずに、そのまま合併処理浄化槽を使用している人

女対象となる経費

平成8年 4月1日~平成9年 3月31日までに支払われた法定検査料(浄

化槽法第11条検査の分)、保守点検委託料、清掃委託料が対象となります。

女補助の金額

次の金額と実際の支払い金額を比較して少ない方の額です。

8人槽以上

37，000円

6人槽

31，000円 I 34，000円

安提出期限 4月30自体)

女申請の手続き 所定の用紙を提出してください。

女申し込み・問い合わせ 環境保全課

40，000円

7人槽5人槽

~生活排水対策推進員へのおすすめ~

あなたは身のまわりのこ

とが気になりませんか?海や川は

なんでよごれるんだろう。ゴミはいっ

たいどこへいくんだろう。そんな素朴な

疑問をお持ちの人は、ぜひこの講座に

参加して推進員になりませんか

一般

40人

2月3日(月)-3月14日(釦

(定員になり次第締め切ります)

浄水管理センターの見学

リノfーウ ォッチング

エコ・クッキング教室など

(全6回)

※全講座終了後に謝礼を

差し上げます。

申し込み・問い合わせ 環境保全課

応募対象

応募定員

応募期間

講座内容

新
ご

み
処
理
施
設
完
成
ま
ぢ
か

3
4
月
稼
働
に
む
け
火
入
式

S

平
成

6
年

8
月
に
着
工
し
た
新

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
工
事
も
順

調
に
進
み
、
こ
の
ほ
ど
三

つ
の
炉

に
火
が
入
れ
ら
れ
、

3
月
末
ま
で

試
運
転
に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

2
月
か
ら

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
ご
み
の
受
け

入
れ
は
、
カ
ー
ド
方
式
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。
ご
み
の
計
量
・
車
輔

管
制
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
全
て
'
自
動

化
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
み
を
持
ち

込
ま
れ
る
人
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ま
た
、

4
月
か
ら
新
施
設
の
本

格
的
な
操
業
に
伴
い
、
資
源
回
収

シ
ス
テ
ム
も
始
ま
り
ま
す
の
で
、

分
別
収
集
に
、
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。
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処理能力

ごみ焼却施設

111 t /16時間

粗大ごみ処理施設
(資源リ サイクル施設含む)

30 t /5時間

受け入れ可能な

分別資源

新聞 ・雑誌

ダンボール・古布

ビン・缶類

ノ

ゐ
f

令」掃

一

い

一命幽
W
ご
み
袋
は
透
明
を
使
っ
て
く
定
き
い

長
上
市
(
田斐田ーす押をチスのれ入火

ご
み
(
可
燃
物
・
不
燃
物
)
は
、
色
つ
き
の
袋
や

買
物
袋
、
紙
袋
で
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

透
明
表
示
の
あ
る
市
販
の
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
買
物
袋
は
、
生
ご
み
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
限
っ

て
使
用
し
、
さ
ら
に
透
明
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
課
(
岱
⑪

3
1
0
0
)



市民税・県民税・国民健康保険税の

申告は3月17日(月)までです

平成9年2月号

所得税の確定申告・還付申告は
正しくお早めizl

広報おおむら

申告の時期となりました。下言己の日程で申告会場を設けています。

申告白に都合のつかない人は、 3月1'7日(月)までに、南役所大会議室

で申告してください。また、確定申告時の混雑緩和のため、例年よ

り早めの2月5日から市役所大会議室で、還付申告などの納税相談
ができます。

なお、確定申告の期間中は、市役所前の駐車場は混雑が予想され

ますので、ボート場側の駐車場も利用してください。

v受付日程表 受付時間午前8時30分~午後4時

平成 8年分の所得税の

確定申告の申告 ・納付期

限は、 2月17日(月)から 3

月17日(月)までです。申告

書は自分で正 しく書き、

早めに提出してください。

申告書は、郵送でも受け付けます。

期限間近になると、大変混雑しますので、

早めに申告手続きをお済ませください。

地 区 申告受付目 場 所

rr 松 2月3日(月)、4日(州 竹 松
(農業のない世帯) 出張所

西 大 キす 2月5日(柄、6日(木) 西大村
(農業のない世帯) 7日(釦 出張所

大(農業のない世帯村) 2月12日(柄、13日(木)
市役所
大会議室

一 浦 コ浦、萱瀬
3月3日(月)

萱 瀬 出張所

福 重 3月4日(火)
福重、鈴田

を令 回 出張所

松 原
3月5日(制 松原、竹松

竹 松(農業のある世帯) 出張所

大 キf 3月6日(木)、7日(釦
市役所

西大村 (農業のある間) 大会議 室

申告場所
(会場)

O還付申告の手続きはお早めに

還付申告はすでに受付けしています。なお、

市役所での受付けは2月5日(樹からです。

諌早税務署、市役所大会議室

。振替納税制度のご利用を

所得税および消費税の納税方法に、振替納

税の制度があります。この制度を利用すれば、

金融機関の預貯金口座から自動引き落としに

なり、納める手間がはぶけ大変便利ですτ。ぜ

ひ、この制度をご利用ください。

問い合わせ 諌早税務署 (ft②13 7 0) 

年末調整済の給与所得者で、給与以外の所得が20万円以下の場合
は確定申告の必要はありませんが、市県民税と国保税の申告はしな

ければなりません。なお、確定申告をされる人は、市県民税と国保

税の申告をする必要はありません。未申告の場合、所得証明などの

支付や、国民健康保険税の軽減制度の適用も受けられませんので、

必ず申告してください。 問い合わせ 税務課

特別土地保有税 (2月取得分)の申告・納付を

平成8年1月1日から12月31日までに、市内で

合計5，OOOm'以上の土地を取得した人は、 2月28日
働までに特別土地保有税(2月取得分)の申告と

納付をしてください。 問い合わせ 税務課

国
民
隼
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
ス
遺
置
が
き
ま
り
ま
し
た

た
く
さ
ん
の
応
募
者
の
中
か
ら
、

佳

作

田

中

和
美
(
宮
小
路
1
丁

抽
選
の
結
果
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
目
)
、
烏
山
智
子
(
三
城
町
)
、
川
鶴

ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、
年
金
制
度
正
保
(
片
町
)
、
楠
本
邦
博
(
須
田

P
R
の
た
め
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ノ
木
町
)
楠
本
哲
夫
(
中
岳
町
)
奨

ま
す
。
(
敬
称
略
)

励
賞

安
永
敦
子
(
協
和
町
)
、

川

鶴
正
保
(
片
町
)
、
安
永
善
明
(
協

和
町
)
井
本
勇
愛
(
植
松
3
丁
目
)

。
第
2
回
国
民
年
金
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
者

特
選

(
諌
早
社
会
保
険
事
務
所
長
賞
)

林
田
美
由
紀
(
郡
中
)
入
選

石
橋

信
久
(
玖
島
中
)
、
提
広
志
(
西
大

村
中
)
、
伊
東
理
恵
(
玖
島
中
)
、
永

吉
美
穂
(
郡
中
)
、
音
辻
教
子
(
西

大
村
中
)
、
田
中
美
加
(
西
大
村
中
)

山
中
智
恵
美

(
郡
中
)
、
林
田
真
季

(
桜
が
原
中
)

。
ク
イ
ズ
当
選
者

応
募
数
1
3
2
人
の
う
ち
正
解
者

は
1
2
3
人
で
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

卜

作

ス

〕

一ア

じ

ン

引
υ

コ

同

事

λ
断

Et-
-
t
(
 

金

子

年
幸
民
川
国
大

田
市
叩
村
薦

第
大
推

。
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

推
薦

大
川
幸
子

(
協
和
町
)
特
選

平
野
泰
規
(
桜
馬
場
2
丁
目
)
、
相

良
信
秋
(
本
町
)
、
楠
本
邦
博
(
須

田
ノ
木
町
)
入
選

岩
永
貴
江
(
杭

出
津
3
丁
目
)
、
安
永
敦
子

(
協
和

町
)
井
本
勇
愛
(
植
松
3
丁
目
)

s年
金
の
請
求
(
受
給
)
を
さ
れ
る
皆
様
ヘ

3
(郵
便
局
か
ら
)

年
金
の
請
求
を
し
て
裁
定
さ
れ
た
場
合
、

1
回
目
の
受
給
は
窓
口
受

取
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、

1
月
か
ら
1
回
目
の
受
給
者
の
方
も
口
座

で
の
自
動
受
取
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
年
慶
祝
交
歓
会
出
席
の
お
礼

1
月
6
日
開
催
の
新
年
慶
祝
交
歓
会
に
は
、
多
く
の
皆
様
方
に
ご
参

加
頂
き
、
盛
大
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
会
は
、
市
民
の
多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
く
た
め
会
費
制
で

行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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チ
ェ
ッ
ク

成
人
病
予
防
週
間
2
月
1
日
j

7
日
H

成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
、
定
期

的
に
検
診
を
受
け
、
自
分
の
健
康
状

態
を
つ
か
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切
で

す。-
対
象
者
的
歳
以
上
の
人
(
職
場

な
ど
で
受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま

す
)
-
内
容
基
本
健
康
診
査
(
問
診
、

血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
、

腎
機
能
、
心
電
図
な
ど
て
胃
が
ん

検
診
、
肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検

・
負
担
金

1
、

0
0
0
円
(
老
人

医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、

生
活
保
護
受
給
者
、
利
用
券
提
出
者

は
無
料
)

。
実
施
医
療
機
関

お
お
つ
か
内
科
医
院
、
岡
内
科
医
院
、

川
本
内
科
医
院
、
近
藤
医
院
、
さ
く

ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
津
田
胃
腸
科
内
科

医
院
、
小
児
科
内
科
し
げ
の
、
早
田

内
科
医
院
、
田
崎
医
院
、
寺
井
医
院
、

と
も
な
が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中
国

外
科
胃
腸
科
、
中
村
医
院
、
長
崎
医

院
、
長
野
病
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も

医
院
、
原
医
院
、
フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
牧
山
医
院
、
松
井
医
院
、

南
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
南
野
内
科
消
化

器
科
医
院
、
山
下
外
科
医
院
、
与
那

城
医
院
、
吉
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課

被爆者健康診断

対象者被爆者手帳、健康診断受

診者証を持っている人

受付時間午前10時30分-11時

午後l時-2時

問い合わせ 大村保健所または

福祉課

※今回の定期健康診断以外に年2

固まで、希望により健康診断ま

たはがん検診を受けることがで

きます。

実施日程

日程 実施場所 対象地区

2月4日(必 福祉センター 西大村、萱瀬

2月5日(本)福祉センター 大村

2月6日(木) 竹松出張所 竹中公

2月7日制 市コミセン 二浦、鈴田、大村

2月10日(月) 市コミセン 大村

2月12日(水)中地区公民館 西大村

2月13日(木) 松原出張所 松原、福重

かぜ巴ご注意!
インフル工ンザ

任意予防接種実施中一

寒くなり、かぜがはやっ

ています。接種を希望され

る人は、次の医院で任意接

種を受けられますので、痘

接各医院にお問い合わせの

うえ、接種してください。

料金 2回接種で、 7，側円程

度です。

実施医院

小児科内科しげの、田}I'小

児医院、近藤医院、南野内

科消化器科医院、出口小児

科医院、与那城医院、野口

内科こども医院、須田小児

科室院、寺井医院

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
予
防
接
種
に
つ
い
て

昨
年
県
内
で
初
蔵
代
の
男
性
が
ポ
リ

オ
の
疑
似
症
例
と
診
断
さ
れ
、
ポ
リ
オ
の

予
防
接
種
を
受
け
た
男
性
の
子
ど
も
か

ら
、
二
次
感
染
し
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
男
性
は
、
幼
少
時
に
ポ
リ
オ
の
接

種
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

よ
う
に
ま
だ
接
種
を
さ
れ
て
い
な
い
人

や
、
接
種
を
し
た
の
に
抗
体
が
十
分
に
で

き
て
い
な
い
却
歳
前
後
の
世
代
の
人

(
昭
和
日
年
か
ら
臼
年
生
ま
れ
の
人
は
、

抗
体
保
有
率
が
低
い
こ
と
が
、
厚
生
省
の

調
べ
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
)
は
、
次
の
場

合
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

-
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に
渡
航
さ
れ

る
と
き

・
お
子
さ
ま
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
る
と
き
(
受
け
る
時
期
は
お
子
さ

ま
と
同
時
期
)

以
上
の
場
合
の
予
防
接
種
は
、
任
意
接

種
と
な
り
ま
す
の
で
自
費
で
接
種
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

予
防
接
種
が
で
き
る
機
関

出
口
小
児
科
医
院
(
諏
訪
3
丁

目

色

@

2
2
5
2
)
 

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
接

種
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歯
周
疾
患
検
診
を
追
加
実
施
し
ま
す

高
齢
に
な
っ
て
も
歯
を
失
う
こ
と
な
く

自
分
の
菌
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
大
村
市
に
住
所
を
有
す
る
却

歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、
事
業
所
な
ど
で

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
た
人
、
ま
た
は
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
除
き
ま
す
。

募
集
期
間

2
月
お
日
ま
で
。
た
だ
し
、

募
集
人
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

実
施
期
間

2
月
1
日
1
3月
紅
白

検
診
料
金
無
料

募
集
人
員
お
人

申
し
込
み
健
康
増
進
課

『

1
、
0
0
0人
献
血

寒
か
ば
っ
て
九

献
血
は
!
」

12-

寒
く
な
る
と
献
血
者
が
少
な
く
な

る
た
め
、
県
下
で

2
月
7
1
8
日
に

冬
場
の
献
血
者
確
保
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
大
村
市
で
は

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
時

2
月
7
日
⑥

午
前
9
時
初
八
万
j
午
後
4
時

場
所
市
民
会
館

※
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ん

種

中
接

直

防

2

予

実

か
咳
ア
風

し
日
テ
傷
フ

は
百
ジ
破

ん

合

ん

ヨ
也

し

酷

し

麻

三

風

お子様の体調のょいときに受けられるよう、

年間を通じて無料で実施しています。

詳しくは、『健康のしおりと国民健康保険』

をご覧ください。



主
任
児
童
委
員
、
が
決
ま
り
ま
し
た

1
月
1
日
付
で
厚
生
大
臣
か
ら
主
任
児

童
委
員
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
3
年
間
、
皆
さ
ん
の
児
童
福
祉
に

関
す
る
相
談
・
援
助
な
ど
市
民
の
児
童
福

祉
増
進
の
た
め
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、

3
年
間
ご
尽
力
さ
れ
、
今
回
退

任
さ
れ
た
主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
、
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

南
地
区
第
1
(
玖
島
中
学
校
校
区
)

久
松
喜
美
子

(
片
町

宮
②
3
4
5
9
)

末
吉
京
子
(
岩
松
町

宮
③
5
2
1
3
)

南
地
区
第
2
(大
村
里
子
校
校
区
)

久
田
松
幸
子
(一二
城
町

宮

⑫
2
2
1
7)

田
崎
と
め
子
(
西
三
城
町
宮
③
4
3
4
3
)

中
地
区
第
1
(
西
大
村
小
学
校
校
区
・
三

城
小
学
校
校
区
一
部
)

中
村
安
子
(
杭
出
津
2
丁
目

告
(⑪

6
0
7
7
)

本
村
百
合
子
(
水
田
町

宮
⑬
0
2
9
3
)

中
地
区
第
2
(中
央
小
学
校
校
区
・
放
虎

原
小
学
校
校
区
)

龍
田
道
子
(
西
大
村
本
町宮
(⑫

9
4
6
0
)

本
川

清
子

(
松
並
2
丁
目宮
@
1
6
8
2
)

北
地
区
第
1
(竹
松
地
区
)

坂
元
威
佐
(
竹
松
本
町
宮
(⑪
2
0
9
2
)

山
上
よ
し
子
(
原
口
町

宮
(⑪
2
9
2
2
)

北
地
区
第
2
(福
童
、
松
原
、
萱
瀬
)

梶
原
昭
子
(
武
留
路
町
宮
(⑪
1
4
8
2
)

田
川

玲
子
(
皆
同
町

宮
(⑪
8
5
4
5
)

『一人から二人へ、そして・・・』

明日の親のための学級(妊婦教室)を聞きます
新婚さん、妊婦さん、これから結婚される皆さんを対象にした内容です。

講師はそれぞれの専門の先生が担当されますのでお気軽にご参加ください。

これからお父さんになる方々の参加を歓迎します。

-主 催 中央公民館 ・共 催 健康増進課

-期 間 2月5日(*)-3月14日{金)計7回
・4z5zh 場 中地区公民館

-申込方法 電話またははがきで、中央公民館ヘ

(干お6 本町413-2 市コ ミセン内 包~3 1 6 1) 

-募集人員 30人

-受講料 無料(但し、教材費400円が必要です。)

-講座内容

回 月 日 時 間 内 ~斉f唱 講 師

13 : 30 0妊映素との娠敵画出な中[会生のおい母保命さんになるために 本
2月5日(水)

OO 健の創造」
元保健学校婦教諭

16: 00 

13 : 30 0O歯妊婦のブと菌ラのッ健シ康ング指導 歯歯科科衛医師生士2 2月12日(水)
16: 00 

9 : 30 0O妊調娠理実中習の栄養の摂り方について
栄保養健士婦3 2月19日(水)

13: 00 

13 : 30 0O母育乳児で育てるために
2月26日(水) について 保健婦

16 : 00 

5 
18: 30 OO お父さん出番ですよム(P「生A命RT創l造) 

2月28日(釦 フ浴おィルムフ方ォーラ の 」保健婦
20: 00 入~ 父のささせんののた実め習にー

18: 30 Oお父母乳さ育ん児出番と父で親すのよ役(割PにAつRいTて2 ) 6 3月7日(釦 小児科医師
20: 00 

13 : 30 
0OO0産母おラ産桂子マの用の経保ズ品過法の健にそつ妊ろ婦いえ体jてJ 操 (実習)7 3月14日(釦 保健婦

16: 00 
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育
成
資
金
の
貸
借
け

交
通
遺
児
な
ど
を
す
こ
や
か
に
育
成
す
る
た

め
に
、

資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重

度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
人
の
子
弟

(
0歳
か

ら
中
学
を
卒
業
す
る
ま
で
の
幼
児
童
)
で
、
そ

の
保
護
者
が
住
民
税
を
納
め
る
こ
と
を
要
し
な

い
な
ど
の
一
定
の
要
件
に
合
致
す
る
人

貸
付
金
額

一
時
金

1
5
1
、
0
0
0
円

入
学
支
度
金

4
3
、
0
0
0
円

月

額

1
9
、
0
0
0
円

貸
付
期
間

貸
付
決
定
の

月
か
ら
中
学・
を
卒
業
す
る
月
ま
で

利
子

無
利
子

返
済
方
法

貸
付
終
了
後
、

6
か
月
を
経
過
し
た
後
初
年
の
均
等
分
割
返
済

(
高
校
・
大
学
へ
進
学
の
と
き
は
卒
業
ま
で
猶

予
し
ま
す
)

な
お
、
貸
付
利
用
者
で
高
校
へ
進
学
さ
れ
る

場
合
は
、
交
通
遺
児
育
英
会
の
奨
学
金
制
度
の

便
宜
が
図
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
長

崎
支
所
(
宮
0
9
5
8②
8
8
5
3
)

平
成
9
年
度
「
学
童
保
育
」入
所
説
聞
会

日
時

3
月
9
日
間
、
午
前
日
時

場
所

各
学
童
ク
ラ
ブ
・
あ
さ
ひ
っ
こ

(
木
場

パ
ス
方
向
転
換
所
前

宮
⑪
6
2
9
0
)
・
と

ま
と

(市
立
大
村
幼
稚
園
内

包
⑬
6
4
3
8
)

・
さ
く
ら
ん
ぼ

(
市
立
中
央
幼
稚
園
内

宮
②

3
3
3
9
)
・
く
さ
ぶ
え

(
富
の
原
小
横
森

動
物
病
院
前

古
⑮
1
5
8
2
)
・
に
ん
じ
ん

(実
天
宮
会
館
内

包
⑤
7
8
3
2
)

*
開
所
時
間
下
校
後
l
午
後
5
時
初
分

た
だ
し
、
長
期
休
み
お
よ
び
第
2
、
第
4
土

曜
日
は
、
午
前
8
時
加
分
j
午
後
5
時
加
分

ホ
リ
デ
イ
保
育

日
曜
日

・
祝
日
な
ど
に
、
冠
婚
葬

祭
へ
の
出
席
、
ま
た
は
、
就
労
な
ど

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
就
学
前
の
児
童

(
離
乳
が
完
了
前

の
児
童
を
除
き
ま
す
)
を
保
育
す
る

も
の
で
す
。

実
施
保
育
園

実
施
日
2
月

新
城
保
育
園

2
日・

9
日・

1
日

時
日

・
お
日

2
日・

9
日

-
M
日

初
日
・
お
日

時
間

午
前
8
時
加
分
j
午
後
5
時

保
育
料

1
日

1
、
5
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
城
保

育
園
(
宮
⑫
4
1
5
2
)

3 
月

一
時
的
保
書

保
護
者
等
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労

や
、
出
産
・
傷
病
等
に
よ
る
緊
急
時

の
保
育
、
ま
た
、
育
児
に
伴
う
心
理

的
、
肉
体
的
負
担
を
解
消
す
る
た
め

に
一
時
的
に
保
育
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
就
労
に
よ
る
も
の
は
週
3

日
、
そ
の
ほ
か
は
月
H
日
を
限
度
と

し
ま
す
。

実
施
保
育
園

わ
か
ば
保
育
園

実
施
日

通
常
の
保
育
闇
開
所
日

時

間

午
前
8
時
i
午
後
5
時

保
育
料

1
日

1
、
0
0
0
円

(
飲
食
費
を
除
き
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

わ
か
ば

保
育
園
(
宮
③
0
8
3
4
)

-13-



閉
↓ 経
命 後

桝E骨
本 師 粗
会 長会
隆 症
人 L-

みんなの
健康

近
年
、
女
性
の
寿
命
が
延
び
高
齢
女

性
の
比
率
が
増
え
る
に
し
た
が
い
、
女

「
か
ぜ
薬
の
飲
み
方
」

大
村
市
医
師
会

朝

長

昭

光

熱
、
咽
頭
痛
、
頭
痛
、
鼻
水
、
鼻
ず

ま
り
、
咳
、
疾
、
体
の
だ
る
さ
、

体
の

ふ
し
ぶ
し
の
痛
み
、
こ
れ
ら
は
カ
ゼ
の

性
ホ
ル
モ
ン
不
足
に
伴
う
疾
患
の
存
在

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の

1
つ
に
、
閉
経
後
骨
粗
緊
症

が
あ
り
ま
す
。

骨
粗
軽
症
と
は
、
骨
量
が
相
対
的
に

減
少
し
骨
に
た
く
さ
ん
の
穴
が
あ
い
た

状
態
を
指
し
ま
す
。
年
を
と
る
に
し
た

が
い
、
あ
る
程
度
は
自
然
に
誰
に
で
も

お
こ
る
も
の
で
す
が
、
骨
が
も
ろ
く
な

り
骨
折
し
や
す
く
な
る
危
険
性
は
可
能

な
限
り
避
け
た
い
も
の
で
す
。

と
く
に
女
性
の
場
合
、
閉
経
後
最
初

の
5
年
間
く
ら
い
ま
で
は
女
性
ホ
ル
モ

ン
が
あ
る
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
(
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
)
の
低
下
が
骨
粗
懸
症
の
発
症
に

大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。
婦
人

主
な
症
状
で
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、

ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
と
い
っ
て
、
ム
カ

ム
カ
、
胃
痛
・
腹
痛
、
下
痢
(
軟
便
)

な
ど
の
胃
腸
の
症
状
と
頭
が
重
い
、
フ

ラ
フ
ラ
す
る
な
ど
の
症
状
を
訴
え
る
カ

ゼ
の
親
戚
み
た
い
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
カ
ゼ
を
ひ
い
た
な
と

思
っ
た
ら
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。

カ
ゼ
の
原
因
は
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
残

念
な
が
ら
現
在
、
こ
の
カ
ゼ
の
ウ
イ
ル

ス
を
殺
す
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
抗
生
物

質
は
細
菌
を
殺
す
こ
と
は
で
き
ま
す
が

ウ
イ
ル
ス
は
殺
せ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、

カ
ゼ
に
は
効
か
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で

は
総
合
感
冒
剤
も
効
か
な
い
の
で
す

か
?
も
ち
ろ
ん
、
ウ
イ
ル
ス
は
殺
せ
ま

科
に
お
け
る
初
期
治
療
と
し
て
は
、
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
補
充
療
法

(
H
R
T
療
法
)

が
第
1
選
択
に
な
り
ま
す
。

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
は
、
骨
か
ら
骨
の

主
成
分
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
抜
き
と

ら
れ
る
の
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
以
前
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
は
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
だ
け
を
投
与
し
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
だ
と
子
宮
内
膜
癌
が

起
こ
る
と
い
う
副
作
用
が
報
告
さ
れ
、

近
年
は
も
う
1
つ
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
で

あ
る
黄
体
ホ
ル
モ
ン
(。フ
ロ
ゲ
ス
チ
ン
)

が
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
宮
内

膜
癌
の
発
症
の
危
険
性
は
全
く
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た

乳
癌
の
発
症
の
危
険
性
に
関
し
て
は
否

せ
ん
。
総
合
感
冒
剤
と
い
う
も
の
は
、

熱
を
下
げ
る
薬
、
鼻
水
を
止
め
る
薬
、

咳
を
減
ら
す
薬
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
と
調

合
し
て
つ
く
っ
た
薬
で
、
カ
ゼ
の
症
状

を
軽
く
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
カ
ゼ

そ
の
も
の
を
治
す
薬
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、

市
販
の
カ
ゼ
薬
を
買
う

と
き
は
、
自
分
の
カ
ゼ
の
症
状
に
合
っ

た
薬
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ

ビ
の
宣
伝
に
出
る
可
愛
い
女
の
子
を
頭

に
浮
か
べ
て
買
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

よ
。抗
生
物
質
を
カ
ゼ
の
と
き
に
も
ら
い

ま
す
が
、
ど
う
し
て
で
す
か
?
ウ
イ
ル

ス
が
体
の
中
に
は
い
る
と
、
体
の
抵
抗

力
が
お
ち
て
細
菌
が
侵
入
し
悪
さ
を
し

定
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
乳
癌
の
既
往
や

家
族
歴
の
あ
る
女
性
は
使
用
し
な
い
ほ

う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

骨
量
は
閉
経
を
契
機
と
し
て
急
速
に

減
少
す
る
た
め
、
骨
粗
懸
症
は
閉
経
後

の
婦
人
に
と
っ
て
重
要
な
疾
患
で
す
。

し
か
し
骨
粗
野
松
症
は
骨
折
が
起
こ
る
ま

で
は
無
症
状
で
あ
り
、
ほ
か
の
臨
床
所

見
か
ら
骨
粗
野
松
症
を
予
測
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
困
難
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

閉
経
期
を
迎
え
る
紛
歳
以
降
の
婦
人

は
、
比
較
的
簡
単
に
で
き
る
骨
量
測
定

を
専
門
医
で
受
け
ら
れ
、
そ
の
後
も
定

期
的
に
チ
ェ

ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
を
、
お

す
す
め
し
ま
す
。

ま
す
。
一属
桃
腺
が
腫
れ
て
痛
い
と
き
、

疾
に
色
が
つ
い
た
と
き
、
蓄
膿
み
た
い

に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
、
咳
が
長
く
続

く
と
き
な
ど
細
菌
感
染
が
あ
る
と
き
に

使
う
の
で
す
。

カ
ゼ
の
症
状
は
変
わ
り
ま
す
。
カ
ゼ

薬
を
飲
ん
で
い
て
初
め
の
う
ち
は
良
か

っ
た
が
、
段
々
、
咳
と
疾
が
ひ
ど
く
な

っ
て
ね
ェ
!
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
症
状
が
変
わ
れ
ば
別
の
薬
を
飲

む
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
カ
ゼ
を
ひ
く

と
い
つ
も
同
じ
薬
ば
か
り
飲
ん
で
る
あ

な
た
。
ひ
ど
く
な
ら
な
い
う
ち
に
、
近

く
の
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
相

談
し
て
、
あ
な
た
に
合
っ
た
カ
ゼ
薬
を

選
ん
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
け

人
権
擁
護
委
員
が

か
わ
り
ま
じ
た
14-

松
田
喬

一
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平
成

8
年
ロ
月
か
ら
新
し
い

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
広
く
社
会
の
実
情
に
通

じ
た
方
で
、
市
民
の
人
権
を
守

る
た
め
活
動
さ
れ
ま
す
。

委嘱を受ける
松田さん
(12/25・市役所)

石
橋
正
夫
さ
ん

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

昭
和
白
年
か
ら
平
成

8
年
ま

で
の
問
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
広
く
市
民
に
接
し
、
こ
の
間

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰
等

を
受
け
る
な
ど
活
発
な
活
動
を

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
い
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感謝状を受ける
石橋さん
(12/25・市役所)



平
成

9
・
旧
年
度

委
託
業
務
関
係
の
指
名
願
申
請

-
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

管
財
課

平
成

9
-
m年
度
委
託
業
務
関
係

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
次
の
と
お
り
参
加
資
格
審
査

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

業
種
警
備
・
清
掃
・
廃
棄
物
処

理
・
消
防
設
備
・
機
械
設
備
・
そ
の

他
保
守
管
理
を
要
す
る
業
種

申
請
期
間

2
月
比
日
也

l
m
日
制

平成9年2月号広報おおむら

申
請
書
類
市
の
独
自
様
式
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
建
設
工
事

お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
に
つ
い
て
は
、

3
月
3
日
間

l
紅
白
何
ま
で
受
け
付
け
を
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、

3
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。

申
し
込
み
は
お
早
め
に

個
人
住
宅
建
設
資
金

利
手
補
給
金

・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
課

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促
進

を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金
の
融

資
を
利
用
し
て
個
人
住
宅
を
取
得
し

た
人
に
対
し
て
、
利
子
補
給
金
が
受

け
ら
れ
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

①

住
宅
建
設
資
金
の
融
資

10:00-11 :00 市コミセン

14:00-15:00 

(アニメ12分)

(アニメ18分)

(アニメ15分)

10:00-11: 00 

(アニメ12分)

(アニメ18分)

(アニメ20分)

西大村コミセン

-ありときりぎりす

・おにたのぼうし

・ランボーのウソ

2月8日i
(土) I 

・天狗の羽うちわ

・一人ぼっちの狼と七匹の子やぎ

・菜の花

中地区公民館

(
8
0
0
万
円
以
上
)
を
受
け
、
市

内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の

新
築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅

の
購
入
を
含
み
ま
す
)
お
し
ょ
び
増
改

築
を
行
っ
た
人
②
住
宅
建
設
資
金

の
最
初
の
償
還
月
が
平
成

8
年

4
月

1
日
か
ら
平
成
9
年
3
月
紅
白
ま
で

に
該
当
す
る
人
利
子
補
給
金
額

年
間
一
律

4
0
、

0
0
0円

(
1
か

年
限
り
)

大
村
市
給
水
装
置
技
術
者

技
能
者
資
格
試
験

-
問
い
合
わ
せ

水
道
部
業
務
課(包
⑬
1
1
1
1
)

管
工
業
協
同
組
合

(
包

@
3
1
6
8
)

学
科
試
験

3
月
ロ
日
嗣

場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
※
実
技
試
験

は
学
科
試
験
合
格
者
ヘ
別
途
通
知
し

ま
す
。

受
験
資
格
・
給
水
装
置

技
術
者

①
高
等
学
校
(
旧
制
中
学

校
を
含
み
ま
す
)
卒
業
以
上
の
学
力

を
有
し

3
年
以
上
の
水
道
技
術
実
務

経
験
を
有
す
る
人

②
大
学
卒
の
学

歴
を
有
し

1
年
以
上
の
水
道
技
術
実

務
経
験
を
有
す
る
人

③
そ
の
他
6

年
以
上
給
水
装
置
の
工
事
の
実
務
経

験
を
有
す
る
な
ど
前
号
に
掲
げ
る
者

誰かを女子きになるため
には決意がいるんです O
どかんと、まるごと信じ
てしまうんです。それが
愛です…。20世紀末にか
ぐや姫を蘇らせたファン
タジックな恋愛小説。

〈一般書〉 毛利元就上(内館牧子
著)/幾世 (pくよ)の橋 u事田ふじ子著)/そ
して、アンジュは眠りにつく(島田雅彦著)/き

みのためにできること(村山由佳著)/北の狩人

(大沢在昌著)/やさしい訴え(小川洋子著)/

鷲の揺り(服部真澄著)/レキシントンの幽霊

(村上春樹著)/遺伝子医療への警鐘(柳津桂子

著)/アジア連邦の世紀(大前研一著)/サンア

ントニオの青い月〈サンドラ・ シスネロス著)/

呪のデュマ倶楽部(アルトウ{ロ・ペレス・レベ

ルテ著)/招く女たち(アニータ・ブルックナー

著)/黙殺(デイヴィッドーパルダッチ著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用ください。

「
満
月
物
語
』

薄
井
ゅ
う
じ
著

と
同
等
以
上
の
技
術
を
有
す
る
と
水

道
事
業
管
理
者
が
認
め
た
人
・
給

水
装
置
技
能
者

①

3
年
以
上
給
水

装
置
の
工
事
の
実
務
経
験
を
有
す
る

人

②
そ
の
他
前
号
に
掲
げ
る
者
と

同
等
以
上
の
技
能
を
有
す
る
と
管
理

者
が
認
め
た
人

申
込
期
限

2
月
げ
日
間

学
校
給
食
週
間
作
品
展

-
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

給
食
週
間
に
お
け
る
行
事
の

一
つ

と
し
て
、
市
内
児
童
の
学
校
給
食
に

関
す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間

2
月

4
日
ω
1
9
日
間

会

場

市

コ

ミ

セ

ン

展

示

品

図

画

(
ポ
ス
タ
ー
)
・
標
語

臨時休館のお知らせ

身障者のための階段リフト設置工事に

伴い、市立図書館は3月に臨時休館しま

す。工事期間が決定しましたら、広報お

おむら 3月号で詳しくお知らせします。

ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協

力をお願いします。

E②2457 市立図書館問い合わせ

15-



労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験

-
問
い
合
わ
せ

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

(2
0
9
4
2⑬
3
3
8
1
)
 

平
成

9
年
度
上
期

(
9
月
ま
で
)

の
試
験
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

障
害
者
雇
用
促
進
展

-
問
い
合
わ
せ

船
県
障
害
者
雇
用
促
進
協
会

(
合

0
9
5
8⑫
5
3
5
9
)

日
時

2
月

5
日
側
、
午
前
日
時

l

午
後

5
時

6
日
側
、
午
前

9
時
j

午
後
5
時

7
日
也
、
午
前

9
時

i

午
後

5
時

場
所

N
B
C
ソ
シ
ア

・
メ
デ
ィ
ア
ワ
ン

入
場
料

無
料

杭
・
び
ょ
う
・
多
角
点
等

の
管
理
保
全
巴
つ
い
て

-
問
い
合
わ
せ

地
籍
調
査
室

地
籍
調
査
が
終
了
し
た
次
の
地
区

に
つ
い
て
は
、
杭
・
び
ょ
う

・
多
角

点
が
隣
と
の
境
界
お
よ
び
道
路
な
ど

に
打
つ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ

と
を
守

っ
て
く
だ
さ
い

・
杭
・
び
ょ

う
は
抜
か
な
い

・
境
界
な
ど
の

杭

・
び
ょ
う
は
、
土
地
所
有
者
が
お

互
い
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い

・
道

路
な
ど
の
多
角
点
を
移
転
す
る
場
合

は
、
市
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{
西
大
村
地
区
】

松
山
町
、
協
和
町
、

松
並
2
丁
目
、
森
園
町
、
古
賀
島
町
、

植
松

1
・
2
・
3
丁
目
、
西
大
村
本

町
、
桜
馬
場
1
・
2
丁
目
、
杭
出
津

1
・
2
・
3
丁
目
、
水
田
町
、
松
並

1
丁
目
、
古
町

1
丁
目
、
諏
訪

1
・

2
・
3
丁
目
、
池
田
新
町
、
古
町
2

丁
目
、
乾
馬
場
町
、
坂
口
町
、
上
諏

訪
町
の

一
部
、
池
田
1
丁
目
、
池
田

2
丁
目
の

一
部

【
竹
松

・
福
重
地
区
}
今
津
町
、
沖

田
町
、
黒
丸
町
、
富
の
原

1
・
2
丁

目
、
原
口
町
、
大
川
田
町
、
竹
松
本

町
、
宮
小
路

1
・
2
・
3
丁
目
、
竹

松
町
、
鬼
橋
町
の

一
部
、
小
路
口
町
、

小
路
口
本
町

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
1

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

特
別
講
習
会

-
問
い
合
わ
せ

交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

(合
③
9
8
8
9
)

日
時

2
月
四
日
側
、
午
後
l
時
加

分
j

4
時

場
所

県
運
転
免
許
試

験
場
(
安
全
運
転
学
校
)

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い

る
女
性
で
、
運
転
免
許
証
を
保
有
す

る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま

す
。

受
講
料

無

料

内
容

安

全
運
転
の
た
め
の
映
写
・
交
通
事
故

の
現
状
・
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た

め
に

申
し
込
み
方
法

開
催
日
の

午
後
l
時
加
分
ま
で
に
講
習
会
場
受

付
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

い
じ
め
根
絶
巴
向
け
て

の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

-
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

平
成
8
年
度
文
部
省
指
定
の
「
い

じ
め
対
策
地
域
連
携
モ
デ
ル
市
町
村

事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
「
い
じ
め

根
絶
に
向
け
て
の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
市
民
集
会
こ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

2
月
1
日
也
、
午
後
1
時
初

八万

i
4時
加
分

場
所

市
民
会
館

長
崎
県
建
設
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
移
転

-
問
い
合
わ
せ

働
長
崎
県
建
設
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
(
包
⑭

1
6
0
0
)

旧
土
木
試
験
所
と
建
設
大
学
校
跡

地
に
あ
り
ま
し
た
働
長
崎
県
建
設
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
大
村
ハ
イ
テ

ク
パ

l
ク
ヘ
ロ
月
凶
日
を
も
っ
て
移

転
し
ま
し
た
。
同
時
に
名
称
と
電
話

番
号
も
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

新
名
称

働
長
崎
県

建
設
技
術
研

拘
九
セ
ン
タ
ー

所
在
地

池

田
2
丁
目

1

3
1
1
番

3

(
県
工

業

技

術
セ
ン
タ
ー

隣
)

古
い
写
真
を
探
し
て
い
ま
す

-
問
い
合
わ
せ

各
中
学
校
P
T
A
事
務
局

郡

中

(

宮
(⑪
8
3
1
8
)

西
大
村
中
(
包
③

2
3
6
0
)

萱

瀬

中

(
宮
(⑪

7
0
0
4
)

市
内

3
中
学
校

(
郡
・
西
大
村
・

萱
瀬
)
は
、
創
立
印
年
に
な
り
ま
し

た
。
思
い
出
を
写
真
で
つ
づ
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
家
の
ア
ル
バ
ム
に
で
も
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

毎週土曜日(祝日の土曜日は除きます)

午前9時~午後3時
場 所 司法書士事務所

内容 登記、相続などの、法律相談

問い合わせ 県司法書士会

ft0958⑫4 777 

司法書士無料相談(当番制)

時日

-16-

平
成
9
年
度

県
立
盲
・
聾
・
養
護
学

校
高
等
部
お
よ
び

高
等
専
攻
料
入
学
者

-
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

資
格

①
高

等

部

盲

・
聾

・
養
護

学
校
中
学
部
も
し
く
は
中
学
校
を
卒

業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成

9
年

3
月

に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

⑦
高
等

部
専
攻
科

盲
・

聾
・
養
護
学
校
高

等
部
も
し
く
は
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
人
、
ま
た
は
平
成
9
年

3
月
に
卒

業
す
る
見
込
み
の
人
※
学
校
教
育

法
施
行
規
則
第
臼
条
の
各
号
の

一
に

該
当
す
る
人

大
村
、
ず
し
講
習
会

-
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課

日
時

2
月
お
日

ω、
午
後
1
時
加

分

場
所
中
地
区
公
民
館

参
加

費

無
料

定
員

加
入
(
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)
※
参
加

者
に
つ
い
て
は
、
す
し
お
け
セ

ッ
ト

を
配
布
し
ま
す
。



お
り
、
か
み
で
あ
そ
ほ
う

-
問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(包
⑬
1
3
7
6
)

日
時

2
月
日
日
出
、
午
後
2
時
1

4
時

場

所

中

地

区

公

民

館

内

容

「恐
竜
た
ち
の
世
界
」

対
象

小
学
生
以
上
(
幼
児
は
父
兄
同
伴
)

入

場

料

無

料

持

参

品

は

さ

み
・
ボ
ン
ド

自
宅
で
高
校
卒
業
で
き
る
!

長
崎
西
宮
同
通
信
制
生
徒

-
問
い
合
わ
せ

長
崎
西
高
校
通
信
制

(
合

0
9
5
8
⑪
4
6
6
4
)

登
校
は
月
に

2
回
の
日
曜
日
だ
け

で
す
の
で
、
勤
め
て
い
る
人
や
家
事

平成9年2月号広報おおむら

…市職員採用試験…

寮

受験資格

品等学校卒業程度の学力を有し、

昭和50年4月2日から昭和54年
4月1日までに生まれた女子

L誌墜瞳璽i

母

を
し
て
い
る
人
で
も
学
習
で
き
ま
す
。

学
習
は
面
接
指
導
出
席
、
リ
ポ
ー

ト
提
出
、
テ
ス
ト
合
格
と
い
う
形
で

進
め
、

4
年
間
で
長
崎
西
高
校
が
卒

業
で
き
ま
す
。
学
費
は
年
に

1
万
5

千
円
程
度
で
す
。

願
書
受
付

3

月
1
日
出

1
3月
白
日
間
正
午
ま
で

小
学
生
の
た
め
の
国
際
交
流
事
業

「
第
引
回
ち
び
っ
こ
探
検

学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
参
加
者

-
問
い
合
わ
せ

例
国
際
青
少
年
研
修
協
会

(
8
0
3
i
3
3
5
9
1
8
4
2
1
)
 

期
間

3
月
お
日
制

1
4
月
2
日
嗣

7
泊
8
日

場

所

鹿

児

島

県

大

島

郡

与

論

島

資

格

小

学

校

3
年
生

j
6
年

生

定

員

3
6
0
人

費

用

1
0
2
、
0
0
0
円
(
福
岡
出

市内に住んでいる人または、採
用後住むことができる人

1名
4月1日
2月14日(釦
2月23日(日)および24日(月)
所定の申込用紙(人事課または、
各出張所にあります)に記入の
うえ応募してくださ l)0 

問い合わせ 人事課
(岱③ 41 1 1内線270-272)

採用の条件

採用人員
採用予定日
申込期限
試験日
応募方法

i
i
 

三

4

発
の
場
合
)
締
め
切
り

3
月
日

日
開

事
業
説
明
会

2
月
日
日

間
、
午
後
3
時
j
4
時

却

分

場

所

福
岡
朝
日
ビ
ル

老
人
お
よ
び
障
害
者
の
た
め
の

リ
ハ
ビ
リ
教
室
参
加
者

-
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会

(包
⑬
1
3
5
1
)

在
宅
で
簡
単
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い

た
い
人
、
介
護
に
役
立
て
た
い
人
な

ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

期
間

2
月
ロ
日
制

1
3
月
ロ
日
制

毎
週
水
曜
日
(
全

5
回

)

時

間

午
前
日
時
l
正

午

場

所

福

祉

セ

ン

タ

ー

対

象

在

宅

介

護
者

・
一

般

市

民

定

員

お

人

目 詞酎

種目リ 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

東諏訪 1 3 K 16，400 

1 干重 t1" 松 1 3DK 12，000 

久原第 2 1 3DK 21，200 

?由 田 1 2 K 7，800 

2干重 久原第 2 1 3DK 15，500 

松並第 1 1 3DK 23，000 

市営住宅入居者

申込期限 2月10日(月)
抽選日 2月20日(木)、午前10時30分~
入居日 3月1日(土)
申し込み・問い合わせ 建築課

看
護
の
日
写
真
展
作
品

『
ふ
つ
う
の
や
さ
し
さ

撮
ら
せ
て
く
だ
さ
い
』

-
問
い
合
わ
せ

県
福
祉
保
健
部
指
導
課

(
2
0
9
5
8②
1
0
2
2
 

看
護
に
ふ
れ
あ
い
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、

「看
護
の
日
写
真
展
』

を
実
施
し
ま
す
。

撮
影
対
象
病
院
の
中
、
家
庭
の
中
、

街
角
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
遭
遇

し
た
「
看
護
』
の
場
面
を
撮
影
し
た

も
の
サ
イ
.
ス
カ
ラ
ー
、
白
黒
と

も
キ
ャ
ビ
ネ
判
か
ら
4
つ
切
り
プ
リ

ン
ト
締
め
切
り

3
月
日
日
間

市
民
オ
リ
工
ン
一ア

l
リ
ン
グ
大
会

-
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

期
日

3
月
9
日
間

※
荒
天
時
は

3
月
日
日
間開

場
所
大
村
中
学
校

周

辺

種

目

。
A
コ
l
ス
7
凶
・
:

中
学
生
以
上

O
B
コ
!
ス

5
凶
・
:

家
族
組
(
成
人

1
人
を
含
み
ま
す
)

パ
ー
テ
ィ
ー
構
成

1
グ
ル
ー
プ
4

人
以
内
を
原
則
と
し
、
家
族
組
に
は

必
ず
却
歳
以
上
の
人
が
同
行
し
て
く

だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の
赤

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
弁
当
、
水
筒
、
雨
具

な

ど

集

合

場

所

大

村

中

学

校

受

付

午

前

8
時
却
分
l
印
八
刀
ス

タ

ー

ト

午

前

9
時
(
解
散
予
定

午
後
1
時

)

申

込

方

法

参

加

料

(
保
険
料
を
含
み
ま
す
)
高
校
生

以
上

5
0
0
円
、
中
学
生
以
下
(
幼

児
を
含
み
ま
す
)
3
0
0
円
を
添
え

て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
締
め

切
り

2
月
紅
日
働

※
申
込
用
紙

は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
各
小
中
学

校
に
あ
り
ま
す
。

柔
道
教
室
生
徒

-
問
い
合
わ
せ
柔
道
協
会

(
浦
山
宮
⑬
3
3
5
5
)

練
習
日
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

時

間

午

後

6
時

1
8
時

場

所

市

武

道

館

会

費

月

額

2
、
0
0

0
円

17-



市
長
杯
争
奪

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

-
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

サ
ッ
カ
ー
協
会

(柴
田

宮

②
6
7
8
2
)

期
日

4
月
6
日
田

・
日
日
間山

場

所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド

ほ
か

資
格

市
内
在
住
者
お
よ
び

市
内
職
場
、
職
域
で
働
い
て
い
る
人

参
加
料

1
チ
l
ム
7
、
0
0
0
円

(
保
険
料
を
含
み
ま
す
)

申
込
期
限

2
月
日
日
同

第

6
回

大
村
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

競
技
選
手
権
大
会

-
問
い
合
わ
せ

長
崎
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
連
盟

(川
島

台
(⑪
4
2
8
2
)

期
日

4
月
6
日
制
(
雨
天
決
行
)

会
場

市
営
陸
上
競
技
場

競
技
種

目

1
万
メ
ー
ト
ル

・
棒
高
跳
を
除

く
全
種
目

参
加
資
格

平
成

9
年

4
月
6
日
を
基
準
と
し
て
、
男
子
お

歳
以
上
、
女
子
初
歳
以
上

参

加

料

1
種
目
2
、
0
0
0
円

・
2
種
目
3
、

5
0
0円
・
3
種
目

5
、
0
0
0
円

申
込
期
限

3
月
初
日
制

ご
寄
付

h

f

l

J

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

ご

好

意

;

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
西
納
オ
ル
イ
(
小
路
口
町
)
3
万
円

V
田
川
ム
ツ
エ
(
中
岳
町
)
3万
円

V
宮
原
和
義
(
鬼
橋
町
)

日
万
円

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー

へ

V
寺
本
文
香
(
松
原
2
丁
目
)
叩
万
円

市
医
師
会
訪
問
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ

V
寺
本
カ
タ
(
松
原
2
丁
目
)
3万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
側
峰
工
務
庖
1
万
5
千
9
3
8円

V
芳
文
会

一
同

H
4万
7
千
円

V
釦

J
-
K
・
C
長
崎
県
ク
ラ
ブ
連

合
会
(
長
崎
市
早
坂
町
)
5万
円

文
化
基
金
ヘ

V
尾
崎
啓

一

(
古
賀
島
町
)
金

一
封

桜
が
原
中
学
校
へ

V
尾
崎
啓

一

(
古
賀
島
町
)
教
育
用

テ
レ
ビ

・
ビ
デ
オ

一
式

清
和
国
ヘ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
松
尾
謙

・
末
永
辰
夫
・
小
下

一

義
)
H
理
容
奉
仕

V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
l
た
ば
こ

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
U

お
し
ぼ
り

慈
恵
荘
ヘ

V
飯
野
利
明
(
久
原
1
丁
目
)
花
束

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H

お
し
ぼ
り

V
か
た
ま
ち
保
育
園
H

ま
ん
じ
ゅ

う
・
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
・
演
芸

V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
長
崎
支
庖
H

た
ば
こ

V
赤
木
信
雄

(富
の
原
1
丁
目
)
車

い
す
磨
き

V
陸
上
自
衛
隊
第
日
普
通
科
連
隊
音

楽
部
H

演
奏

V
三
城
小
学
校
H

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
石
場
輝

(多
良
見
町
)

手
芸
教
室

指
導
V
楠
啓
二
(
西
大
村
本
町
)
理
容
奉
仕

V
理
美
容
組
合
リ
理
容
奉
仕

泉
の
里
ヘ

V
牧
野
ユ
キ
(
松
並
2
丁
目
)
オ
ム
ツ

V
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

H
3
万
円

V
木
下
智
映
子
(
木
場
2
丁
目
)
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

V
松
尾
和
子
(
岩
松
町
)
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
V
池
田
良
二
諏
訪
1
丁
目
)
タ
オ
ル

V
陸
上
自
衛
隊
第
日
普
通
科
連
隊
音

楽
部
H

慰
問

V
登
貴
和
木
会
リ
奉
仕

V
飯
野
利
明
(
久
原
1
丁
目
)
花

V
附
九
州
ジ
ャ
ス

コ
H

日
用
品

V
三
城
小
学
校

6
年
生
H

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
V
松
尾
栄
次
(
徳
泉
川
内
町
)
み
か
ん

V
萱
瀬
保
育
園
H

慰
問

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H

お
し
ぼ
り

V
深
浦
久
夫
(
武
部
町
)
2
万
円

V
渋
川
清
作
(
久
原
2
丁
目
)
l
万
円

V
立
正
佼
成
会
H

供
養

V
日
本
た
ば
こ
産
業
船
長
崎
支
屈
H

た
ば
こ

V
吉
野
政
成
(
西
大
村
本
町
)
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

V
松
尾
末
男
(
武
留
路
町
)
も
ち
米

う
ぐ
い
す
の
丘
ヘ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
童

謡
・
唱
歌
・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
日
お
し
ぼ
り

V
松
永
勝
俊
(
池
田

1
丁
目
)
1
万

5
千
円

V
柴
田
和
男
(
佐
賀
県
有
田
町
)
3

万
円
V
川
里
幸
雄
(
西
本
町
)
5千
円

V
篠
原
ツ
ル
エ
(
杭
出
津
3
丁
目
)

3
万
円

V
新
城
保
育
園
H

太
鼓
演
奏
交
流

V
金
開
山
(
出
羽
ノ
海
部
屋
)
慰
問

V
副
島
武
男
(
東
大
村
1
丁
目
)
も

み
の
木
ほ
か

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム

ヘ

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H

お
し
ぼ
り

V
平
野
静
江
(
三
城
町
)
さ
と
う

三
彩
の
里
へ

V
池
田
あ
や
こ
(
池
田
新
町
)
乾
燥

わ
か
め

V
大
村
地
区
勤
労
者
連
絡
協
議
会
H

も
ち
米

・
も
ち
つ
き

市
内
公
園
へ

V
古
川
幸
四
郎
H

河
津
桜
の
苗
木

池
田
湖
公
園
に桜
の
寄
贈

「
黒
丸
踊
り
像
」

横
に
桜
の
寄
贈

樹
木
のお
医
者
さ
ん
誕
生

大村商工会議所(奥村喜八郎会
頭)は創立50周年の記念として、
桜50本を植樹されました。
ありがとうございました。

18-

市緑化建設協同組合(大塚幸人
組合長)は緑豊かな潤いのある街
づくり推進のため、桜2本を森園
公園に植樹されました。
ありがとうございました。

為永一夫さん(協和町)は、 市
内で初めて樹木医に合格されまし
た。これで県内に 4人となりまし
た。
おめでとうございます。



平成9年 2月号広報おおむら

2日 当番医
乳幼児健康相談 恒祉セン児タ(智ー以上伊(号ふ苦官言語深色ぷ調理)

(日)
(内) さくらクリニック 池田1丁目 合⑧8819

18日
⑧9:30-11:00⑪4か月児

(産) 後藤産婦人科医院 西大村本町 宮@6015
⑧13:30-15:00 ~10か月

3由自 一般健康相談 市役所健康相談室 13:00-16:00 ω ⑮子ども用の歯ブラシまたはガーゼ(使用中のものでよ⑮血圧測定 みそ汁の塩分濃度測定ほか p)があれば持参してください

4ω 日 乳幼児健康相談 松原出張所 ⑧13:30-15 :00 1'9日 明日の親のための学級(3) 中地区公民館⑮小児がん(神経芽)の検査セットを渡します 育児相談

ω 9:30-13:00 ⑮母子健康手帳エプロン

1伊P 
明日の親のための学級(1) 中地区公民館

13:30-16:00 ⑮母子健康手帳母と子のためにテキス卜 3歳児健康診査 大村保健所 ⑧9:15-9:45 

リハビリ教室 「根気の会J 福祉セ ンター
13:00-13:30 ~平成 5 年 8 月生まれ(平成 5
年2月一7月生まれで、まだ受けていない人も受

13:30-15:30⑮年間計画・言語訓練 診 してくださp)⑮母子健康手帳・問診票

7自白日 成人の健康相談 福祉センタ ー 13・00-15:00
初日

~40歳以上 ⑮血圧測定 ~ 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-12:00 

9日 当番医 リハビリ教室「根気の会」 中地区公民館
(内・小)寺井医院 玖島1丁目 合@3574

(日) (産) レディースクリニリしげまつ 古町1丁目 合⑪9200
9:30-13:00 ⑮調理実習

10日 ことば、の教室 市役所第9会議室 9:30-16:00 21日 成人の健康相談 福祉セ ンタ- 13:00-15:00 
ぬ

(初めての人は、健康増進課まで電話で申し込んでください)
⑥ @⑮は7日と同様

⑮母子健康子'1'，長 ⑧ごとばの発達が気になる幼児

11日 当番医 23日 当番医
(内・消)南野内科消化器科医院 東三城町 8⑬3731 (内) 吉田内科クリ ニック本町 ft@l177 

'*・初 (産・内)桝本産婦人科内科医院 大川田町 ft@8355 (印 (耳・咽)海江田医院 東本町 包@3329

1伊明日の親のための学級(2) 中地区公民館 2侶 ことば‘の教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:0013:30-16:00 ⑮歯ブラシ(現在使用中のもの)
何 ⑮⑪は10日と同様

1歳6か月児健康診査 大村市民会館

13日 ⑧13: 00-13: 30 ⑮平成7年7月生まれ(平成7
25日

幼児教室 (お口の健康と食生活)

年2月-6月生まれでまだ受けていない人も受診 市役所第8・9会議室⑤9:30-9:45

(柄 してく ださp)⑮母子健康手帳、問診票、タオ ω @平成6年8月-9月生まれ ⑮母子健康子帳
ル、歯ブラ シ(母子と も現在使用中のもの) -問診票 ・歯ブラシ・タオル・ コップ

15∞ 目 耳とことばの相談 福祉センター 13 :00-15 :00 26日 明日の親のための学級(4) 中地区公民館
(7M 13:30-16:00 ⑮母子健康手帳

16日 当番医 278 (内・小)長崎医院 寿古町 ft@8615 1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室

(日) (耳・咽)山口耳鼻咽喉科医院 東本町 合@2706 ~ ⑧13: 00-13: 30 ⑪⑮は13日と同様

乳幼児健康相談 竹松出張所 ⑧ 9:30-11:00 

28日 明日の親のための学級(5)夜の部 「お父さん⑮離乳食教室 ・小児がん(神経芽)の検査セットを渡します
出番ですよPART-1J ⑮中地区公民館

178 健康よろず相談 竹松出張所 13:30-15:30 ⑥ 18:30-20:00 お父さん一赤ちゃん人形で、の沖浴実習

四
⑮血圧 ・コレステロール ・貧血 ・肥満など気にな

略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容る人、介護面の相談(保健婦・看護婦による家庭訪

間 -市訪問リハビリ・リハビリ教室 ・保健福祉サ ⑮…持ってくるもの

ーピスについての相談など含む)など ⑮健康手帳 当番医の診療時間 9:00-18:00 

2
月
は
、

園
民
健
康
保
険
税

(
8期
・
納
期
限
2
月
初
日
)
の
納
期
で
す
。

納
期
限
ま
で
巴
近
く
の
金
削
機
関
巴
納
め
て
<
定
さ
い
。
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分

目
日

5

一
滴
1
c

炎

炎

炎

必
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一
1
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咽
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相

柁

相
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蜘
相
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和
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一
官
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政

律
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事

金

活

許
一

ω
~
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ロ之

;

J

4
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通
J

重

別
一一
卜

一
服
主

人

行

法

惟

交

年

不
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一
一

一

同

町
刈

知

一一
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一
市
お

※
…
対
時
の
い

同
月

一・

1
2月
の
定
例
相
談
日

!
L
2

健康テレホンサービス
n0958-26-5511 

月 臆寝マーカー血液によるガンの診断法~
2 ~ u門の出血の応急処置
の月 水 生ワクチンの注意点
フー 木 目にケガをしたとき

ノ主ヘ 入れ歯の日常管理マ
士Bくり返すぼうこう炎の予防
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わ
が
ま
ち
自
慢
• 
再
発
見
l
i
シ
リ
ー
ズ
ω
i

江
戸
時
代
の
初
期
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
長
崎
出
島
に
コ
ー
ヒ
ー

(南
蛮
茶
)
を
持
ち
込
ん
だ
の
が
、
日
本
に
お
け
る
コ
ー
ヒ
ー

歴
史
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
王
国
で
も
唯
一
と
い
わ

れ
る
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
園
の
寿
古
町
ス
コ
ー
コ
ー
ヒ
ー
パ
ー
ク
を

紹
介
し
ま
す
。

同
パ

l
ク
は
、
中
島
さ
ん

(
中
島
コ
ー
ヒ
ー
社
長
)
が
コ

ー
ヒ
ー
栽
培
の
夢
を
実
現
す

る
た
め
、
公
務
員
を
辞
め
、

昭
和
必
年
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ

ッ

プ
を
開
屈
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
。
年
エ
チ
オ
ピ
ア
原
産
、

ア
ラ
ピ
カ
種
の
苗
木
を

1
本

子
に
入
れ
、
失
敗
を
重
ね
な

が
ら
も
寒
冷
地
で
の
栽
培
は

極
め
て
難
し
い
栽
培
に
成
功

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
町
年
に
約

1
3
0
2m

か
ら
始
め
た
温
室
栽
培
も
平

成

8
年
日
月
に
約

1
、
1

5

O
ば
ま
で
拡
張
、
温
室

2

棟
・
コ
ー
ヒ
ー
の
木
約

2
0

0
本
、
収
穫
量
も
約

2
0
0

川
崎
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

室
内
に
は
遊
歩
道
を
造
り
、

バ
ナ
ナ
、
マ

ン
ゴ
ー
、
パ
パ

イ
ア
、
ブ

1
ゲ
ン
ビ
リ
ア
な

ど
南
国
ム
!
ド
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
室
内
は
冬

で
も
日
度
以
上
に
保
た
れ
、

夜
に
は
「
横
浜
べ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
」
と
い

う

l
万
3
、

0
0
0
個
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
資
料
館

が

中
島
さ
ん
は
、
こ
の
パ
ー

ク
の
自
慢
は
、
「
コ
ー
ヒ
ー
の

木
や
実
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工

作
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
今
後
は
、
「
小
学
生
の
社
会

科
学
習
を
始
め
と
し
て

8
万

市
民
に
見
て
も
ら
い
親
し
ま

れ
る
パ

l
ク
に
し
た
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
パ
1

ク
は
、
入
場
無
料

で
午
後
日
時
ま
で
開
園
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
に
こ
だ

わ
る
中
島
さ
ん
は
、
長
崎
の

歴
史
を
題
材
に
描
い
た
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
特
製
コ
ー
ヒ
ー

カ

ッ
プ
を
製
作
さ
れ
、
平
成

8
年

5
月
に
行
わ
れ
た

「第

1
回
ふ
る
さ
と
産
品
新
作
展
」

に
出
展
し
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
好
き
の
中
島
さ

ん
は
自
家
製
の
コ
ー
ヒ
ー
を

特
製
カ

ッ
プ
で
昧
わ
う
こ
と

は
格
別
と
自
慢
し
て
い
ま
す
。

毎
月
l
回
発
行

温
室
内
で
栽
培
し
て
い
る

コ
ー
ヒ
ー
の
木

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

L 

宮
間
@
4
1
1
1
)

，

nl，凶Bt
l
ト
Jl
，

オリジナルの
特製コ ヒカップ

ご~5自由庶~戸、d

甲
斐
田
市
長
と
懇
談
す
る

ア
ル
メ
イ
ダ
さ
ん

(世
/
市
・
市
役
所
)

ポルトガルとの懸け橋に

紀き

県国際課のペドロ・アルメイダさん(ポルトガル

人)が12月16日、甲斐田市長を表敬訪問され、親し

く懇談されました。

アルメイダさんは、国際交流員として勤務するか

たわら、純心大学でポルトガル語の講師も勤めてい

ます。

今回は、本市が進めているシントラ市(ポルトガ

ル)の姉妹都市提携を円滑にするために訪問された

ものです。「シントラ市との関係を深めるため貴市の

関心の高さと努力を目のあたりにし、とても嬉しく

思う」とコメントをされていました。

踊:

A か

Z玄い

「紀
踊
会
」
(
昼
の
部
)

は
、
自
主
活
動
と
し
て
毎

週
金
曜
日
に
、
集
う
こ
と

を
楽
し
み
に
会
員
み
ん
な

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
少

し
運
動
不
足
だ
け
ど
ハ
ー

ド
な
運
動
と
思
わ
れ
る
人
、

ま
た
「
何
か
出
し
物
を
:
・
」

と
頼
ま
れ
た
と
き
、
ふ
る

さ
と
民
謡
に
合
わ
せ
て
踊

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
頭
と
身
体
を
無
理
な
く

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
側

e 

(
昼
の
部
)

動
か
す
こ
と
、
ま
た
み
ん

な
で
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
楽
し
い
話
も
大
事
に
し

て
い
ま
す
。

若
い
人
、
子
ど
も
か
ら

子
が
は
な
れ
ら
れ
た
人
、

男
女
問
わ
ず
、
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
毎
週
金
曜
日
、
午

前
叩
時
i
正
午

場
所
市
ゴ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ

赤
川
(
岱
@
1
6
1
4
)

1月1日現在
( )内は前月比
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27.167 
(+53) 

世帯数42，000 
(+43) 

女38，827 
(+40) 
男80.827 

(+83) 
人口
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